
令和７年度第５回世田谷区立図書館運営協議会 

 

日 時：令和８年３月２５日（水）午後６時31分～午後８時35分 

場 所：教育会館３階大会議室「ぎんが」 

出席者：委員（１２名） 

      【学識経験者】糸賀委員（会長）、西村委員（副会長）、石原委員 

    【公募区民】三浦委員、宮岸委員、吉田委員 

    【社会教育関係者】佐藤委員 

    【教育機関関係者】豊泉委員 

    【図書館活動団体関係者】稲葉委員、結城委員 

【図書館関連事業関係者】中垣委員 

【世田谷区立小中学校長】前田委員 

事務局（２名） 

中央図書館（３名） 

・図書館運営係長、図書館事業推進担当係長（２名） 

 

次  第： 

１ 令和６・７年度の協議会活動実績について 

２ 「全館共通協議事項」について 

３ 協議会委員より意見・感想 
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午後６時31分開会 

○会長 それでは、定刻となりましたので、令和７年度第５回世田谷区立図書館運営協議

会を始めさせていただきます。 

 本日の出席は12名と伺っております。委員１名が欠席という通知が事前に届いておりま

す。また、副会長が少し遅れて会場に到着するということで、現時点ではまだお見えにな

っておりませんが、間もなくいらっしゃるものと思われます。 

 これまでどおり、本協議会の会議は公開となっております。速記の方が入っておりまし

て、後日、会議録としてホームページで公開されます。 

 また、本日も傍聴の方が入っております。何名の方か事務局から報告をお願いします。 

 

○事務局 現時点で６名の方が入っているというふうに伺っております。 

 

○会長 ６名が手続を済ませているということになります。 

 早速お手元の議事次第に沿って本日の会議を進めさせていただきます。 

 次第の１、令和６・７年度の協議会活動実績について、まず、事務局からの説明をお願

いいたします。 

 

○事務局 そうしましたら、資料１、令和６・７年度（第２期）の世田谷区立図書館運営

協議会活動実績のほうを御覧ください。 

 資料のつくりについて簡単に御説明いたします。まず、１ページ目をめくっていただく

と目次になるんですけれども、皆様、２年間、本当に活動のほうありがとうございまし

た。最初に、この協議会の概要について書かせていただいて、その上で、６年度、７年度

の取組についてを記載しております。なお、全館共通協議事項に関しては、今日この後、

皆様の御意見を踏まえて、こちらの活動実績のほうに入れさせていただきたいと思ってお

りますので、目次の右側のページ、こちらのほうに全館共通協議事項のページを追加予定

というふうにさせていただいております。御承知おきください。 

 つくりとしましては、その後ろに資料集ということで、設置要綱ですとか、委員の皆様

の一覧のほうをつけさせていただいております。 

 めくっていただきまして、１ページ、こちらは概要を記載させていただいております。

記載のとおりでございます。 
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 ２ページでございます。まず６年度の活動内容、(1)でございますが、こちらは振り返

りという意味では、図書館ビジョンの行動計画に掲げる取組内容について、委員の皆様か

ら意見や御提案をいただきました。評価・検証の反映、皆様からいただいた御意見につい

ては、この図書館ビジョンの行動計画に掲げられた取組内容に対する意見・提案というこ

とで、次期区立図書館ビジョンの策定に向けた検討や、今後の施策への反映等に活用、実

施されることが期待されるというふうに記載しております。 

 その下、(2)、７年度、今年度の活動内容でございます。まず、皆様には、今年度は中

央図書館と地域図書館、15館の館長さんたちとこちらを対象に、６年度の各館の課題や目

標、取組状況等について、我々係長や各館長とヒアリングをしていただいて、御意見や提

案をいただきました。また、先ほどお話しした全館共通協議事項に関しても、テーマを絞

って議論していただいているという状況でございます。 

 ３ページをおめくりください。こちらの今年度御意見をいただきました評価・検証の反

映につきましては、各館取組シートに対する皆様の意見ということで、今後の各館におけ

る取組の改善や、効果的な事業等の企画、実施に活用されることが期待され、また、この

全館共通協議事項、この後取り上げますが、こちらのテーマに関していただいた意見・提

案については、区立図書館全般における課題として今後のサービスの見直し、展開に向け

て活用されることが期待されるというふうに書かせていただきました。 

 その次、４ページから、こちらが６年度の図書館ビジョンでの確認・意見シートのまと

めたものを載せさせていただいております。そのまま行きますと、54ページまで、こちら

まで一応６年度のときの実績を記載させていただいています。 

 その後、56ページ以降は、今年度行った各館との取組シート、こちらのほうを各館ごと

に、一番最初が中央図書館で始まりまして、そこから各館ごとの御意見をいただいたもの

を記載させていただいております。 

 なお、96ページなんですけれども、深沢図書館のところで、前回、委員から御指摘をい

ただきました発言のところは修正させていただいて、赤い字で96ページの意見・提案のと

ころを記載させていただいております。委員からもこちらは御確認をいただいているとい

う状況でございます。 

 続きまして、つくりとしましては、この各館の評価の後に今日の全館共通協議事項が12

5ページの後ろに入りまして、その後ろに資料集という形で記載をさせていただいており

ます。 
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 全体のつくりと内容につきましては以上でございます。 

 

○会長 ありがとうございました。ただいま事務局からこの活動実績についての構成とい

いますか、全体の概要について説明いただきました。これについて何か確認、あるいは質

問がございましたらお願いします。全体の構成です。内容についてはこれから検討してい

くことになりますが、よろしいでしょうか。 

 特に必要がなければ先へ進めさせていただきます。 

 次第の２に入ります。この活動実績の中の、先ほど紹介があった赤い文字の部分につい

て、全館の共通協議事項、特定館だけではなくて、世田谷区の図書館全体について課題と

なるような点を６つに絞りまして議論をさせていただきました。その集大成を今日やると

いうことになります。各館の評価、検証をしました際に見えてきた全館共通の協議事項、

今申し上げた６項目に整理いたしました。これを事務局のほうで委員のお名前を明記した

上で、現段階ではです。いずれ名前は消されることになりますけれども、個々の意見や提

案をいただいた方のお名前を明記した上でその内容をまとめ、さらに中央図書館として対

応の状況、あるいは今後の見解、一応区立図書館としての対応の方針ということになりま

すが、これが記載されております。今日はこのメンバーでの最後ということになりますの

で、１項目ずつ事務局から説明をいただいた後、協議会としての意見や提案をまとめてい

く、こういう流れで進めてまいります。ぜひ御協力をよろしくお願いしたいと思います。 

 なお、本日も中央図書館の各係長さんがこの場に出席しております。時間の許す範囲で

意見交換などができれば幸いです。 

 なお、時間配分は、全体で６項目ありますので、おおよその目安として１項目ごとに10

分程度というのを想定しております。ただ、皆さんの関心が高いところ、興味が強いとこ

ろについては多少時間を延長しても構わない、このように考えております。 

 それではまず、１の児童向け資料の貸出減少の背景と対策について、事務局から説明を

お願いいたします。 

 

○事務局 そうしましたら、資料２、全館共通協議事項を御覧ください。こちらはホチキ

ス留めで別ペーパーにさせていただいています。 

 最初に、今日欠席の委員からメールで御意見もいただいております。途中で御意見を御

紹介させていただければと思っておりますが、大きくは、図書館利用活性化のためには大



 4 

きく２つの道筋があると思います。１つは、わざわざ行きたい場所にする、もう一つは、

誰でもどこからでもアクセス可能にするです。この２つは潜在的に互いに矛盾する２つの

目標を同時に達成するために必要な戦術ですということで、４つほど御意見をいただいて

おります。途中で御紹介もさせていただきます。 

 そうしましたら、資料２、全館共通協議事項、２ページのところから、資料のつくりに

関しては、前回御説明をしておりますので、皆様からいただいた御意見と中央図書館の見

解というところで、ごく簡単に御説明をさせていただきます。 

 ２ページです。一番最初の御意見、こちらが保育園などの職場体験でおはなし会の際、

中学生のスキルを少しでも身につけられるような機会、また図書館の学習センター機能と

して周知されていくことが必要だという御意見でございました。先ほど会長からお話がご

ざいましたように、委員の方のお名前は最終的には消させていただきます。矢印です。そ

の下が中央図書館の見解でございます。図書館職員が中学生を対象にレクチャーすること

は可能で、お近くの図書館に相談してほしい。図書館の学習センターとしての機能につい

ては、小中学校を訪問する際に御説明するとともに、校長会、副校長会の場などで周知を

していきたいということでございます。 

 続きまして、その次のポチとも２つ、ここは２つ紹介させていただきます。読書によっ

て得られる論理的な思考力や想像力は本当に必要だと、文字を読むことによって登場人物

の気持ちに立って考える思いやりの心を育むことが大事だ。子どもの図書館利用について

は、大人よりも子どもが考えたほうがいい。子ども読書推進会議のような会議体を立ち上

げられるとよいという御意見でした。中央図書館としては、矢印のところ、各図書館には

読書リーダーという組織があり、図書館内で様々な活動を行っている。子どもの図書館利

用についても意見を聞く機会を設けることも考えていきたいということでございます。 

 その下のポチ、子どもが学校や図書館に行くことで、司書による専門的視点での本の提

供が受けられるような環境を整備してほしい。子どもが足を運びたくなるような魅力的な

イベントづくりも重要だと。中央図書館としては、中高生世代を含め、図書館に行ってみ

たいと思ってもらえるようなイベントを開催できるよう努めていきたいということでござ

います。 

 その下でございます。日本語が十分でない子どもや保護者に図書館を一つの居場所とし

て認識してもらい、日本語に興味を持ってもらえるような取組を実施できるとよいと。中

央図書館としましては、日常生活に必要な情報は可能な限り母語で提供できるよう資料の
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収集方法等について研究していきたいという回答でございます。 

 続きまして、３ページ、外国語資料を重点的に収集する図書館を決め、利用者への周知

もしていけるとよいと。これに対して中央図書館としては、現状は中央図書館が中心とな

って収集を行っている。こうした資料を必要としている方に情報が届くよう、広報の在り

方について研究を続けていきたいという見解でございます。 

 その下のポチ、著名人を招いたイベントについては、その後の図書館の継続利用には結

びつきづらいのではないかと。それに対して中央図書館から、御指摘のとおりだと、一過

性にならない取組を考えていきたいという回答でございます。 

 その下のポチでは、子ども主体で考え、取り組むことで、図書館に行ってみよう、本を

読んでみようという気持ちになるのではないかと。中央図書館としては、中央図書館で読

書リーダーによるお勧め本コーナーに配架しているが、貸出率が高い傾向にある。全館的

に行えるよう努めていきたいと考えているということでございます。 

 最後に、その下のポチです。子どもの時間の使い方やデジタル技術との関わり方を改善

する必要もあるのではないか。紙の本を手に取ってもらう機会を増やすことも重要だとい

う御意見でした。これに対して中央図書館としては、子どもたちと日常的に関わりのある

学校図書館等が行ったほうがより効果的だと考える。学校図書館をサポートする形で紙の

本の充実と利用促進についても引き続き取り組んでいきたいということでの見解でござい

ます。 

 １項目めに関しては以上でございます。 

 

○会長 ありがとうございました。この１番目が、やはり皆さんからの御提案や意見も多

かった項目ということになります。これにつきまして、さらに、詳細な記述なり、あるい

は追加事項とかがございましたら、今この場で御発言いただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。この１番についてです。やっぱり子どもの利用がどこの図書館でも大体減っ

ているんですが。特に追加の御意見はございませんか。 

 

○委員 今思いついたんですけれども、子どもが図書館に行かない理由として、行く時間

がないからとか、こういう副会長の意見で、私も図書館の読み聞かせボランティア講座に

行かせていただいて、とても役に立って、子どもと本を結びつけるようなことができてす

ごいよかったんですけれども、絵本以上、小学生だとやはり児童書とかにもっと触れてほ
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しいので、そういう児童書を勧めるボランティアじゃないですけれども、そういうのがあ

ってもいいのかなと。例えば保護者の人が、読み聞かせの絵本だけじゃなくて、もう少し

学年が上がっていくにつれて、面白い本とやっぱり子どもがなかなか結びついていない気

がするので、私も学校の教室に読み聞かせに行ったついでに本とかを並べたいなと思いな

がら、やはりそういうことをやっている人もいないし、やっていいのかも分からないの

で、絵本と子どもは結びつけられるんだけれども、それ以上の小学生と本を結びつける大

人というのがやっぱりいないのかなと。でも、結構本が好きな子どもというのは多くて、

やはり小学校に読み聞かせに行くと、このクラスはとっても本が好きですとか、先生はす

ごく本が好きですという声を聞くので、図書館にいい本がたくさんあるので、そこを結び

つけられるような、読み聞かせボランティアに次ぐ何かができたらいいのかなと今思いま

した。 

 以上です。 

 

○会長 確かに子どもさんといわゆる児童書、絵本の次の段階の本を結びつけるような役

割のボランティアでもいいわけなので、そういうものが育てられると本当はいいと、そう

いうことです。それに該当するような方々というのは現時点では世田谷の場合、いないん

でしょうか。 

 

○事務局 図書館としては、そういった児童書を勧めるボランティアという養成講座は特

に今のところ行ってはいないんですが、いろいろな小学校で、ブックトークという形でテ

ーマを絞って本を紹介するというものがあるんですけれども、そういった活動をされてい

る方はたくさんいらっしゃいますので、そういった方々の活動をサポートしていくという

ことは今後とも続けていきたいなと思っております。 

 

○委員 うちの子どもの小学校はビブリオバトルをやっているみたいです。分かりまし

た。大丈夫です。 

 

○会長 ブックトークのボランティアはいらっしゃるわけね。読み聞かせとの違いはもう

皆さんお分かりだと思いますが、ブックトーク、あるテーマについての本を紹介していく

わけです。 



 7 

 

○事務局 おはなし会のボランティアをやっていらっしゃる方がブックトークのほうもや

っていらっしゃるという場合が多いので、たくさんいらっしゃるかと思います。 

 

○会長 ありがとうございました。可能な範囲で、今の委員からの御提案も反映できると

いいと思います。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 

○委員 もちろんボランティアの方もとてもありがたいんですけれども、各学校には学校

司書とか、司書教諭とかがいるかなと思いますので、この間私も中学３年生の前でブック

トークをしたら、その日は物すごいたくさん中３が来たりとかして、言えば来るんだと思

って、次年度はホームルームにめっちゃ行こうと思ったんですけれども、ボランティアの

方はもちろんありがたいですし、公共図書館と学校図書館の、世田谷区は今、どういう感

じで学校に図書館の先生がいらっしゃるか私は知らないんですけれども、そこの連携をも

うちょっと取っていただけたらよいのかもと今思いました。 

 

○会長 ありがとうございます。多分、それは次の２番の項目とも関係してくるんだと思

いますが、続けて、委員。まとめて事務局のほうから説明、回答をお願いします。 

 

○委員 今の委員と一緒で、中央図書館が、各小中学校のそういった活動されているボラ

ンティア団体の数であるとか、月に何回各学年に行っているとかというのをどれぐらい把

握しているのかなというのが１つ気になります。保護者が毎朝読み聞かせをしに行く小学

校もあれば、月に１回とか１学期に１回とか、ボランティアの方が読み聞かせをする時間

を設けているという学校もある、やっぱりばらつきがかなりあると思うんです。それをマ

ネジメントしてくださっているのは、おおむね副校長先生であったりとかという形になっ

ているので、少なくとも私が話を聞く範疇、目にする小学校の状態を考えたときに、それ

こそ後の項目にも関わってくるんですが、学校図書館の司書であったりは、ほぼ機能をな

していないと私は思います。書架の整理であったりとか、図書室の管理はしてくださって

いますが、いわゆる学校司書の役目というか、最初は「ゾロリ」から入ったけれども、そ

こからその子の興味を何となく見定めて、次はこれがいいんじゃないの、これがいいんじ
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ゃないのというような働きかけをされているところが果たしてあるのかなというのが、私

は今現状を見ていて、どうなんだろうというふうにとても思います。これはあくまでも小

学校の話なんですけれども。 

 その図書室に関しても、何年か前に「ざ・ちゅうおう・ぷれす」か何かですごくすてき

な図書室を紹介していただいたときもあったんですが、あれは非常にレアな事例かなと思

っていまして、学校の図書室をどうつくっていらっしゃるのかというのは、もう少し中央

図書館なりなんなり、現場というか、関わっていただけると、私はいいかなと思っていま

す。図書館だよりしかり、いろんな貼り出しなり、それこそ新刊紹介しかり、かなり多分

皆様の御想像とは違っているんじゃないかなというふうに思うので、いろんなボランティ

アの方、関わりたいという方や保護者の方がいらっしゃるので、そういった方と学級文庫

を整えたりということはしているんですけれども、限界があります。やっぱりふだん学校

で生徒と触れ合ってくださっている先生方なり、学校司書の方なりがこの掲げているもの

をもう少し向き合ってやっていただかないと、ここに関してはいつまでたっても平行線か

なと思うので、少しその辺りの数字であったりとかを把握していただけるといいかなと思

います。 

 

○会長 ありがとうございました。今の御指摘について、事務局のほうで何か反応、回答

がありますか。 

 

○事務局 学校図書館の運営なんですけれども、世田谷区の場合は、小学校と中学校、そ

れぞれ事業者のほうに委託をしているという形で運営しております。そのため、図書館と

学校図書館が直接の連携をつくるというのが、ちょっと制度的に難しい面もあるんです

が、ただ、地域の学校については、各図書館のほうがそれぞれの主体性を持って、学校図

書館の運営であったり、あるいは相談事、そういったものに応えられる体制づくりという

のは進めていきたいなというふうに思っております。 

 活動状況を把握しているかという点なんですけれども、それについては、中央図書館の

ほうでは特に把握はしておりません。 

 

○会長 というのが実情のようなんですが、ここらあたり、学校からお出になっている委

員、いかがですか。ちょっとこれは次の２番とも重なっちゃうんですが、学校、地域との
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連携ということなんですが、やっぱり子どもさんの利用について、学校のボランティアだ

とか、あるいは今出た学校司書の先生方との連携みたいなものというのはもう少し強化で

きる余地があるんでしょうか。 

 

○委員 強化できる余地があるかというと、それはあると思います。今、それが進んでる

かというと、やはり学校図書館と地域の図書館がなかなか密な関係にはなっていないとい

う現状はあると思うんです。小学校と中学校で違うと思いますけれども、どういった連携

がいいのかということを探っていかないと、連携ありきじゃなくて、どういったニーズが

あって、どういったことができるのか、やっぱりそこが連携がうまくいく、あるいはイベ

ント的に終わらないポイントになるんじゃないかなというふうには思います。 

 

○会長 ありがとうございます。そういう本と子どもさんをつなぐ役割をもう少し、質と

量の両面で充実させていくということが必要なように思いますね。これは次の２番とも重

なるので、また２番のところでも御議論いただきたいと思いますが、１番のところで、こ

れは私が前から申し上げているんですが、今も出てきた学校司書の方、これも今非常勤な

わけです。それから、子どもさんたちからすると、学校司書であってもやっぱり先生なん

ですよ。実際には学校司書の方は教員免許を持っていないことが多いので、先生ではない

んですが、子どもさんたちから見ると、学校にいる大人はみんな先生に見えちゃうという

ところもある。 

 私が言っているのは、例えばここで今、読書リーダーというのを世田谷区で、先ほど聞

いたら全部で50人ぐらいいるんだと、それから、小学校や中学校、特に中学校では、図書

委員が各クラスにいるんですよね。各クラスに２人ぐらいいるとすれば、私はそういう生

徒さんがもう少し自分たちでレイアウトするとか、何か自分たちが考えた展示を学校の図

書館でやってみる、あるいは地域の図書館で、今、ここの中央図書館は弦巻中学校の図書

委員の方が展示をやっていて、友達がそういう展示をやっていると聞いたら、冷やかし半

分でもいいから、その友達が図書館にやってきて、へえって言いながらその本を手にして

みるという可能性もあるんじゃないかと。そういう意味で、私は図書委員同士の、いろん

な中学校同士、ほかの中学校と図書委員が一緒になって展示をやるとか、本を選ぶ、選書

をやってみるとか、あるいは生徒さん主体の何かイベントをやる、そういうふうなことを

考えたほうが、多分生徒さんは、先生に言われる、親に言われるよりも、自分たちでこの
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本がよかった、こういう本があると楽しいとか、そういう雰囲気になれるんじゃないか

と。 

 だから、提案にすぎないかもしれませんが、私が言っているのは、とにかく子どもさん

主体、生徒さん主体で、そういったイベントをやるとか、展示をやってみるとかというこ

とも考えていいんじゃないか。そのときには、せっかく図書委員がいるのであれば、図書

委員って別に、多分、私がかつて中学生のときにやっぱり図書委員をやっていましたが、

自発的に自分が本が好きで図書委員をやりたいというのもいれば、たまたま委員の成り手

がいなくて引き受けちゃったというのがいるんですよ。でも、図書委員という名目である

からには、何らかの形で本や図書館とのつながりを持ってもいいんだということを感じて

いるはずなので、そういう生徒さんの活用もちょっと視野に入れてみたらどうかという提

案であります。 

 今後、どういうふうな形で区のほうでこれを実践していただけるのかはともかく、協議

会として、こういう提案はいろいろとしていったほうがいいだろうと思います。 

 次の２番のところでも若干重なりますので、２番の説明を受けて、今までの議論を踏ま

えて、また御提案や御発言をいただいてもよろしいかと思います。 

 それでは、次の２番に移らせていただきます。ここは学校・地域との連携事業の課題と

対応（生徒による学習目的利用を含む）ということになっておりますので、まずはここの

説明をお願いいたします。 

 

○事務局 そうしましたら、４ページの真ん中から下のところです。協議会からの意見・

提案と中央図書館の見解ということで御説明いたします。 

 最初のポチです。出張おはなし会など、事業の働きかけをしていくとともに、学校図書

室のフォローができるのではないかという視点で関わっていけるとよいと。中央図書館と

しては、学校、先生方の働き方の状況を踏まえ、これまでとは異なるアプローチが必要と

感じており、学校図書館運営受託事業者とも連携を取りながら、良好な関係を築いていけ

るよう努めていきたいということでございます。 

 その下のポチ、こちらが対話を通じて適切な資料へ導くナビゲーターとしての、そうい

った図書館の役割も１つではないかという御提案です。中央図書館としましては、百科事

典の使い方や調べ学習のやり方などの講座を開催している。１日限りのスポット的なもの

になってしまうことがあるので、同様の事業をまだ未実施の学校図書館に対しては支援を
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していくなど、今後、こういった研究をしていきたいという回答でございます。 

 次、５ページ、こちらのポチでは、学童保育、こちらには児童書やクイズ系の本が置か

れていないため、本をもっと置くことで本に親しみのある子どもが育つのではないかとい

う御提案です。こちらについては、中央図書館からも団体貸出制度というものがあるの

で、こちらをぜひ活用してもらえるよう、ＢＯＰ等、学童保育、こちらのほうに周知をし

ていきたいという見解でございます。 

 以上でございます。 

 

○会長 ありがとうございます。こちらの２番は学校、そして地域との連携というふうに

銘打っております。先ほどの話の延長でも結構ですので、これについてはいかがでしょう

か。 

 

○委員 学校図書室と図書館の連携について、どのような方策があるのだろうと私もイメ

ージが湧かない中ではありますが、例えば子どもが在学中、小学校、中学校におりました

ときに、図書だよりのようなものが毎月発行されていました。図書室の先生と司書教諭の

方が、子どもたちが読んでいる図書室の今月のお勧め本であるとか、高学年にはノンフィ

クションを読もうとか、いろんなテーマを持って生徒たちに読書を促している様子がその

レターによってよく分かりました。そういうものが地域の図書館でも入手できる、そうい

うことだけでも、かなり学校の図書室の動向を知る手だてにならないかなというふうに感

じております。 

 また、学校へのアウトリーチについてなんですけれども、学校には学校のおはなしボラ

ンティアの方がいて、図書館には図書館を活動の場所にして、ボランティアで子どもと本

のつなぎをしているグループもあります。アウトリーチに図書館でボランティアをしてい

るグループが同行する例というのがあるのだろうか、ある図書館もあるかもしれません

し、どうなんだろうと思っています。疑問としては、そのアウトリーチの時間帯に学校の

読み聞かせボランティアが関わっていないんだとしたら、例えば学校の読み聞かせボラン

ティアが使える時間というのは非常に限られていると思います。朝読書の時間も短いです

し、紹介できる本、読める本もすごく限られているはずです。図書館から行くアウトリー

チが、もし時間的に少し余裕、朝読書よりも多い時間を学校からいただけているのであれ

ば、そのときにこそ、人材的に活用できるボランティアを使っていただけたらなというふ
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うに感じます。 

 もちろん入念な準備をされて、図書館の職員の方がそのプログラムを御準備なさると思

うんですけれども、例えばお話の中に素話、語りというような、そういうカテゴリーがあ

ります。全く本を用いずに、伝承で伝わってきた話を丸ごと覚えまして、子どもたちに想

像力を使ってもらってしっかり聞いてもらう、そういうようなものは、日頃の業務をしな

がら準備するというのは非常に大変ですし、緊張感があると思います。失敗したらどうし

ようとか、真っ白になってしまったらどうしよう。でも、世田谷区内にはたくさんの現代

の語り手というんですか、そういう場があれば、いつでも話を語れるように、レパートリ

ーを広げたり、準備している人たちもおりますので、もし時間的にアウトリーチのほうが

朝読書よりも時間があるようでしたら、学校ボランティアでも結構ですし、その図書館で

活動しているボランティアでも結構ですので、内容を少し具体的に、例えば科学の本でブ

ックトークをしてほしい、そういうことを専門にできるボランティアの方も恐らくいろい

ろ皆さん、中央図書館の方ならコネクションがあると思います。それとか、卒業間近の学

年に行くので、少したっぷりとした冒険心を感じられるような話をしてもらいたいとか、

そういうことで連携を図っていただいたり、充実したものにしていただけたらいいなと思

いました。 

 以上です。 

 

○会長 ありがとうございます。委員が前々から御発言いただいている内容を少し補足し

ていただきました。アウトリーチの問題だとか、出張おはなし会での時間の使い方、ここ

らあたりは、若干これとは違うのかもしれませんが、こういうボランティアを受け入れる

側として、現在の世田谷での何か課題というのにお気づきでしたら、補足していただきた

いんですが。 

 

○委員 ちょっとずれちゃうかもしれないんですけれども、図書だよりとかは、子どもが

作る図書だよりと、それから学校司書が作っているものがやっぱりあるんです。連携する

中で、やっぱり学校司書が作っている図書だよりを地域の図書館にも見てもらって、それ

を一つのコミュニケーションの手段にするのはいいかなと思うんです。率直な話、あの感

想を言ってもらうだけでもいいし、うちの図書館ではこんなことをやっていますよとかい

った情報が相互交流できる一つの材料になるんじゃないかなと思います。子どもが作る図
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書だよりというのは、やっぱりそこまで至らないです。例えば何々先生のお勧め本がずっ

と続いて、身近な先生のお勧め本だからというところで止まってしまったりとか、それか

らやっぱり図書室の使い方が最近こうだねとか、静かに使いましょうとか、貸出冊数が何

月はどれぐらいでしたとかいうものになるから、司書が作っている質的にやっぱり大人レ

ベルのもの、それをコミュニケーション、相互の交流の手だてにするのは有効かと思いま

した。 

 

○会長 ありがとうございました。 

 ほかにこの２番の項目についてはいかがでしょうか。 

 

○委員 さっき２番のところで主張すべきでしたね。２番については、もう本当にお願い

したいという気持ちでいっぱいでございます。ただ、高校では、地域の図書館が各小学校

にみたいな感じなので、世田谷区はたくさん図書館があるかなと思うと、うまくアプロー

チできていない地域図書館があったりして、学校によって偏りがあったりするのではなく

て、どの学校にも機会があるように、中央図書館さんが音頭を取るとかというふうにして

いっていただけるとありがたいなと思うし、これは個人的な話ですけれども、私立の図書

館もいっぱいあると思うので、入れていただけたらなというふうに思いますというのが１

つです。 

 もう１個は、12番の対話を通じて適切な資料へ導くナビゲーターとしてみたいなやつな

んですけれども、児童も生徒も図書館にいる人が本を探す相談に乗ってくれるということ

を本当に知らなくて、多分それは公共図書館でもそれをしていいって知らないんじゃない

かなと思うと、これは常にスポットで何かするとかじゃなくて、常に話を聞くし、答えを

一緒に探すんじゃなくて、探し方を一緒に探すよみたいな、小説でもいいし、レポートと

かでもいいんですけれども、そういったことをよりＰＲできたらいいなと思います。 

 以上です。 

 

○委員 私もほぼほぼ同じなんですが、図書館が何をしているところかということに対し

て、イメージを持っていない人というのがやっぱり少なからずいる。家族の会話の中で、

たまたま行政書士か何かの会合を某図書館と一緒にやったんだけれども、そんなことって

できるんだねみたいなことが会話の中に出まして、何を言っとるんだと。確かに家庭内の
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事情によるので、会話がなかったというのが全てなんですけれども、私がよく行く図書館

の中で、いろんな催物というか、図書館がやっている催物、大人向けのこととかも何度か

もうやっているし、行ってくるねと言いながら、そういうことを私がやっていたはずなの

に、その一番近い家族が全くそれを分かっていなくて、この間、ぼうっとしながら、こう

いうことをやっていたんだけれども、図書館ってそういうことをやっていいのみたいなこ

とを言われました。何じゃそりゃと思ったんですけれども、結局図書館に対するイメージ

が、すごくまだ固定されてしまっていて、いわゆる地域の人たちがどう図書館を使えるの

かという部分のお互いのインフォメーションであったりとか、話を持ってきてもいいんで

すよみたいな、お互いの連携がまだまだ足りない、特に大人に対して。子どもは、読書会

なり、読み聞かせなりをやっている保護者は、小学校は子どもだよねというのは、何とな

く敷居が低いんですけれども、いわゆる大人、地域の方に関しては、まだまだそういう認

識がない場所なんだな、いわゆるもう本当に本を借りて読むだけみたいな感じなのかしら

というふうにちょっと思ったりもしました。 

 なので、もちろん子どもから、でも、だんだん生涯学習であったりとかという視点から

いくと、もう棺おけに入るまでというふうに考えたときに、そういった各世代に対するい

ろんなアプローチ、あるいはやってくるのを待つだけではなくて、地域に何となく乗り込

んでいくみたいな、地域の集まりフォーラムみたいなのにちょっと顔を出していただくと

か、こういうことができるんだけれども、どうかなみたいなことのできる関係性をどこか

でつくるようなことができると、またちょっと違ってくるのではないかなと。足を運ぶ地

味な活動にはなると思うんですが、図書館に足を運ぶ、図書館でこういうことができるか

もしれないという窓口になるという可能性をもう少し模索できるんじゃないかなというふ

うに１点思いました。 

 あとは、やはりここの記述にもあるんですけれども、中学校と小学校で図書館の委託先

が違う。そこで、なかなか働きかけができないというのは、翻ってみると、今、地域の図

書館に指定管理を入れている最中で、本来だったら直営が指定管理に対してのある程度ア

プローチをするというか、主導という言葉をどこかで使われたと思うんですけれども、と

いうことを考えた際に、区のほうからというか、中央図書館からというか、もう少し関わ

っていく方向で、どういうことをやっていらっしゃるんですかという形の、すごく変な言

い方をすると、品質管理じゃないですけれども、何をやっているのかというのをもう少し

見ていただく。中央図書館のテーマの一つにマネジメントというのがあったと思うんです
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けれども、そういうちょっと働きかけをしていただくことによって、個人に任されている

ようにしか思えない学校図書室が、もう少しブラッシュアップできるような気が私はしま

す。複数名で運営していたり、１人の方が運営していたり、いろんなパターンがあると思

うんですけれども、やっぱりそこに乗っかってしまっている、それでいいというふうにな

ってしまっているという気が私はここ数年すごく強く感じているので、よりよくしてもら

いたい。やり過ぎたら駄目みたいなのではなくて。 

 何でかというと、その利益というか、そこは子どもに関わるからです。よりよいものを

子どもに提供していただきたいというときに、できないほうに合わすのはおかしい話だと

思うんです。これぐらいやれる方がいる、こういうアイデアがある、では、そこをまねし

ていこうというふうにやっていただきたい。それは多分、学校だけではなくて、地域に関

しても一緒だと思うんです。なので、そういったいろんな年齢、いろんな世代に対する働

きかけと同時に、いわゆる公立の小中に関して、あとできれば幼稚園、保育園、おでかけ

ひろばに関して、もう少しちょっかいを出すというか、こういう本が借りられますよと

か、こういうふうな仕組みがありますよというのをもう少し広めていただきたいというふ

うに思いました。 

 以上です。 

 

○会長 ありがとうございます、お話の範囲としては従来の公立図書館側から学校への働

きかけ、さっきアプローチという言葉もありましたけれども、そこをどうやって充実させ

ていくかという、その突破口のようなものはなかなか見えてこなくて、働きかけが必要だ

というものはよく分かるんですが、今までの御指摘について、中央図書館側から何か反応

があればお聞かせください。 

 

○事務局 明確にこれだというお答えはなかなか難しいところですが、私のことで恐縮な

んですけれども、立場上、学校の司書さんの委託に関して、プロポーザルという形で事業

者から提案を募って、この事業者にしますというその選定委員をやらせていただいている

んですけれども、事業者から上げてくる、我々はこういうことができますよというその提

案内容の中には、今おっしゃっていただいたようなことは結構しっかり書かれているんで

す。図書館との連携とか、地域との連携というのは当然うたわれていますし、我々はこん

な実績がありますというのを、こちらを見ては感じるんですけれども、ただ、実態をいろ
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いろ聞いていきますと、やっぱり司書の方によっての力量の差も現実には非常に大きく

て、先ほど場所によってはできているといったお話があったと思うんですが、まさにそこ

の力量の差というのが出てきてしまったのは確かだと思います。 

 あともう一つ、図書館側からの働きかけがちゅうちょしてしまうところの一つの要因と

しては、やっぱり今教員の働き方改革もございまして、果たしてまた新しい仕事になって

しまうようなことをどこまでお願いしていいのか、そういったところもございます。 

 ただ、それだけ言っていても進まないので、いわゆるできている図書館と学校との関係

というところが多分あると思うので、先ほど管理運営方針の指定管理を入れてという話も

していただいたと思うんですけれども、これは直営側の今後の課題としては、やっぱりい

いことをやっている館があったときに、それをほかの館にしっかり広めていく。これは指

定管理と直営だけじゃなくて、直営同士もなんですけれども、そこを新しい仕組みの中で

しっかりとやっていくことで、少しでもいい取組を全体に広げていくということをこの何

年かでしっかり成果として出していきたいなと思っております。 

 以上です。 

 

○会長 ありがとうございました。この場は実は学校図書館の運営協議会ではないんです

ね。だから、学校図書館の在り方というよりは、公立図書館側から学校、要するに教育と

いう営みをやっている学校全体にどう連携するかなんですよ。学校図書室との連携だけじ

ゃなくて、先生方を含めた学校との連携をどうするか。実はこの２番のところには、最後

に「（生徒による学習目的利用を含む）」となっているんです。これは、むしろこちらにつ

いて公立図書館の図書館運営協議会としてはいろいろ意見を出していきたいわけです。 

 新しくできた梅丘の図書館、ちょうど視察に行こうと思って、開館ときにすごい雪が降

りまして、私も当日行けなかったんですが、後日行きました。いらした方も多いと思うん

ですが。一方で、つまり、公立図書館を生徒さんが専ら学習目的で使っている。梅丘の図

書館に先週行ってきましたが、もうそういうのがすごく多いわけですよね。だから、学習

室がどこも、世田谷の区立図書館はみんな結構大きなスペースを取るようになってまいり

ました。このあたりについてどう考えるかなんです。普通の社会人の方、あるいはシニア

層の方が何か調べるために図書館に行っても、なかなか今度は席が空いていないという状

況も見られるようになってきているわけです。生徒さんによる公共図書館を学習目的で使

うということについて、何か御意見があれば、ぜひこの場でお聞きしておきたいんです
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が、いかがでしょうか。現状でいいと。つまり、結構生徒さんが勉強のためにひたすら、

それは勉強すること自体は悪いことではないので、いいんですが、そのためになかなか普

通の公共図書館の利用者の方の席が、特に土日祝日、夏休みとかになると見当たらないと

いう現状もあるんですが、そこらあたりは特に御意見はございませんか。 

 それをお聞きした上で、次の３番のテーマに移らせていただきますので。 

 

○委員 知っている子どもたちの意見としては、やっぱりありがたいの一言になります。

ただ、図書館だけではなくて、世田谷区はいろんな公共施設を今開けてくださっているの

で、ただ、それもやっぱりなかなか子どもたちが知らない。勉強イコール図書館へ行こう

みたいな、逆に親御さんのほうも図書館ならいいわみたいな感じの図式がまだちょっとあ

るので、そこはそういった子どもの居場所というか、スペースを世田谷区がこれだけやっ

ているんですよというのをもう少しアピールしていただきたいと思います。 

 あとは、小さいお子さんがいらっしゃる保護者の方に言わせると、ちゃんと勉強してい

るとか、ちゃんと使っていらっしゃる方はいいんですけれども、やっぱりソファー系のが

ちょっとくせ者で、どういう座り方をしているかみたいな、ちょっとううっ、みたいな感

じの態度をされている方もたまに散見され、そういったところを少し気にされる方もい

る。それは多分もう前回のときに、いろんな図書館でどういう対応をするかというのが出

たと思うので、そういったところを気をつけてやっていただければいいかなと。あとは時

間帯で、例えば使える年齢層を変えてみるとか、夕方以降はやっぱり学生専用だけれど

も、昼間は誰が使ってもいいよとかというような、ちょっと工夫をしていただきながら、

うまい着地点を探っていただければいいのではないかなと思います。 

 

○委員 梅丘図書館の開館の日に伺いました。そのときに、中学生４名が挨拶に立たれ

て、直接中学生の声を聞けたことは私にとってとてもよい経験になりました。やっぱり若

者のというか、児童生徒の声は、本人が言う言葉で聞かないと何を考えているか分からな

いなというのと、当日のその挨拶が、大人に言わされた言葉ではなくて、本人たちが準備

をあまりしない状態でといいますか、本当に自分の言葉で、２校の中学生が挨拶に立った

ことをいいなと思いました。どのように学校にアプローチされて、どうやってこの４人は

選ばれたんだろうと思いましたが、そういう小さなことでも図書館と学校がつながる一つ

の契機だったと思います。 
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 先ほど委員が、子どもの作るたよりはあまり内容的にどうかと思うとおっしゃいました

が、やっぱりそういうものを見るだけでも、今の中学生が何を考えているのか、学校の先

生とどう関わっているのかとか、やはりそういうものは大事な手だてじゃないかと思いま

すので、勉強だけに、学習に閲覧室やコーナーが占められてしまうことはどうかというの

は問題かもしれませんが、すごく期待を持って、あのときの中学生の挨拶の中にも、もう

じき期末考査が始まる、そのときは早速来たいと思いますという生徒さんがいました。だ

から、図書館が自分にとってどういう場であるというのは、個人でいろいろだと思います

が、少しでも多く活用されるというふうに考えてみてはどうかなというふうに思いました

し、時間差で利用者は変わるということもあるかと思いますので、受け入れてしかるべき

かなと思いました。 

 

○会長 ありがとうございました。基本的には現在の使われ方について肯定的な意見が多

かったように思います。ただ、そうすると、中学生の数に比して、そういう座席数が十分

なのかどうか、その辺が若干気がかりではあります。中学生は当然もっと多いわけなの

で、その辺の配慮を考えた上で、公立図書館と生徒さんの利用のバランスを考えていくべ

きなんだろうと思います。 

 今出た意見を、いずれこの報告のほうにも反映していただけるものと期待しておりま

す。 

 次に、全部で６つありますので、差し当たり次の３番の項目「分類と配架・書架見出

し・展示のあり方」について、皆さんの御意見をお聞きしたいと思います。 

 これはまず事務局から説明ですか。どうぞ。 

 

○事務局 そうしましたら、事務局のほうから簡単に御説明させていただきます。６ペー

ジです。中段以降、まず１つ目のポチが、見出し語や配架順について、こちらは各館の個

性を残しつつ、一定の統一感があったほうがよいのではないかと。それに対して中央図書

館としては、個性を残す部分と利用者のために共通したほうがいい部分を見極める場を将

来的に設けるなどしていきたいということです。 

 ２つ目のポチ、館内の見出しや案内表示の分かりやすさが重要だと。こういった御意見

に対して、中央図書館として、サインについては、来館者の動向等を踏まえながら、継続

的に見直しや改善を重ねていくことが重要と考えている。改めて共有をしていきたいとい
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うことでございます。 

 最後、３つ目のポチです。こちらが図書館においてもＮＤＣの分類にこだわり過ぎず、

そういった仕掛けづくりができるとよいという御提案です。こちらに関しては、委員から

も御提案というか、今回いただいたのをちょっと読み上げさせていただきます。 

 こちらがそうです。書架展示のライフスタイル別、ターゲット別、再編企画というタイ

トルでございます。ＮＤＣ一辺倒から来館ならではの価値である心に刺さる偶発的な出会

いの確率を少しでも上げるための工夫があったらいいのでは。例えば中高生向けではな

く、16歳のあなたへなどのより細分化した企画展示なども面白いかもといった御意見でご

ざいました。こういった御意見がある中で、中央図書館の見解としましては、ＮＤＣにこ

だわらず、ライフスタイルやテーマ別に分類している館が増加している。利用者にとって

魅力的で目的の資料に出会いやすい書架になるよう、従来の考え方にとらわれない発想で

研究を進めていきたいということでございます。 

 以上でございます。 

 

○会長 ありがとうございます。これは分類については、わざわざＮＤＣ以外の分類をや

ろうとすると、すごい手間というか、コストがかかっちゃうので、基本的には私は、もう

これは日本全国標準化されているんですよね。だから、ＮＤＣの分類の中で、あとはどう

いうふうに書架の見出し語をつけるか、あるいはそこにどういう本を持ってきて並べるか

というところを問題提起したつもりなんです。それで、どうもそこの点が御理解いただけ

なかったので、世田谷の図書館を実際に写真撮影して、写したものを少しだけ見て、時間

にしたら四、五分で終わりますけれども。 

〔パワーポイント使用〕 

 これは世田谷区内の実はある区立の図書館です。中央図書館じゃないですよ。こういう

ふうに本がずらっとぎっしり並んでいるんですよ。ここの間を歩いてお目当ての本が探せ

るだろうかというのが素朴な疑問なんです。 

 これは最初が鎌田図書館です。 

鎌田図書館に行ったときに、これは実は編み物、男性もやるかもしれない、女性がやる編

み物の棚なんですよ。そうしたら、ここの鎌田図書館は、子どもの服、洋裁という見出し

がこの書棚のこの短いところに貼ってある。こっちは赤ちゃんの服、小物、赤ちゃん、こ

の下が本当はあるんですよ。そこにも書いてあるんですが、子ども、赤ちゃん、大人の服
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の編み物とここはなっているんです。そういうふうに分けているんです。 

 これは粕谷図書館です。ここは本当にいろんな工夫をしているということが書棚の間を

行くと分かるんですよ。編み物がどうなっているか。 

 これは粕谷図書館、何とここは編み物はＮＤＣの分類で594なんですが、色で分けてい

るんですよ。このオレンジ色が編み物で、基本・小物、黄色は女性の編み物、緑は男性な

んです。男性用の編み物、同じＮＤＣの分類594だけれども、赤が子どもって書いてある

んですよ。それがここに全部書いてあるんですよ。だから、本のラベルの色で、女性の洋

服を編むのか、男性用かが、あるいは子ども用の編み物について書かれているのかが分か

るんです。さらにこっちはレース編み、またレース編みは別なんです。こっちはキルト、

バッグ、コサージュというふうにラベルの色で分けているんです。ここは細かいんです

よ。だから、編み物でも、自分が探しているお目当ての編み物の本がどこにあるかが色で

見ていくと、分かるんです。 

 この粕谷図書館で、私、とにかく棚を見ていて面白かったんです。それは例えば犬猫の

飼い方、犬ってわざわざ一番上に書いてあって、犬は645だと、猫も645、赤いシール、さ

らに、愛玩動物、家禽―家で買って卵とかを産ませる、つまり鶏だとか、七面鳥だとか

の扱いなんです。これは家禽というのは646ですよということがここで分かるんです。だ

から、書棚の間を歩いていても、いろいろ細かいことが、私が探しているのはこういう棚

なんだ、あるいはこんなことに関する本がここに置いてあるのということに気がつくんで

す。ほかにも、これは犬という見出しを出している。書架の間に挟んでおいて、ここに犬

に関するものがありますよ。 

 さらに、社会学のところに行くと、家族関係、婚姻問題、男性問題、こういう見出しが

やっぱり書架の一番上に出てくるんですよ。だから、そういう本がある。これは社会学と

いう見出しだけだと、中がこういうふうに分かれていることは、多分普通の人は気がつか

ないんですよ。こういうのは細かくは、こっちは児童、青少年、老人問題、性の問題、そ

れぞれにちゃんとＮＤＣの細分したものの番号をここに表示してある。こんなことをやっ

ているのは、多分世田谷の区立図書館で私が見る限り、粕谷だけです。面白いと思う。棚

の間を歩いていても、へえ、こういう本があるんだと。ただし、後で言いますが、これは

みんな本が縦に並んでいて、ぎっしり詰まっているから、いわゆる本の面出し、表紙が全

然出ていないから、余裕がないですよね。この背だけ見て、これと関係する本を探し出す

のは、ちょっと大変かもしれない。 
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 これも粕谷図書館ね。つまり中学生、高校生向けにここは部活物語という、世田谷区全

体そうです。部活物語というのが中学生、高校生向けの新書を中心としたコーナーで、そ

ういう展示をやっているんですよ。これが入り口を入って階段のちょっと脇で、要するに

ちょっと人目につきにくいところに中学生、高校生向けのコーナーを設けているんです。

逆に言えば、大人の目をあまり気にしないでここで本が選べるというところはあるんで

す。 

 粕谷の次は桜丘の図書室、これも区民センターの１階だったかな。今まで紹介したのは

全部区民センターと併設です。 

 ここの図書館に行ったときに、こういう書架の見出しがきれいにそろっているんです。

336のところ、経営管理、事務管理、会計学、経営政策、合理化、あと337が貨幣、通貨な

んですよ。これは今、円安の問題とかがありますよね。貨幣の問題だとか、あと金融市

場、租税、こういう棚がＮＤＣで分類していても、４桁、小数点以下１桁目までは分かる

ように出されている。会計学なんていうのもここに公認会計士を目指す人が読みそうな本

なんかもちゃんと並んでいるんですよ。これがどこでもやられているかというと、実はそ

うじゃない。 

 これが最近できた梅丘の図書館です。 

 梅丘の図書館に先週行ってきたんですが、ここの棚を見たときに、ここは社会科学で33

6、経営管理338、次へ飛んで金融、銀行、次に345に飛んで税金なんですよ。この間の本

がないのかといったら、そんなことはない。こっちの棚にはちゃんと並んでいるんです

よ。そこに何があるかというと、例えばさっきの337、桜丘の図書館にあった貨幣、通貨

とか、338金融、銀行、信託という338の本だってここに並んでいるんですよ。それこそつ

みたてＮＩＳＡに関する本なんていったときに、ここに実は並んでいるんですよ、そうい

う投資の本だとか。でも、ここだけ見ているとそれが分からないんです。これが今の申し

訳ない、梅丘の新しい図書館で、さっきの細かく出てくるのが桜丘の図書館なんですよ。

私は冗談半分で、梅と桜でこんなに違うんだと思いましたけれどもね。こっちはとにかく

梅丘の図書館は、館長さんに聞いたら、まだそこまで手が回らないんだと、こういうサイ

ンも、自分が着任したときにはもう出来上がっていて、これからこういうところを整備し

ていきますとはおっしゃっていましたが、こういうものの工夫次第で、この棚にどんな本

があって、自分が日頃関心を持っているテーマと一致したら、ちょっとここをのぞいてみ

ようかという気になるんです。 
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 だから、ここは日本の文学小説がずっと並んで、普通小説はどこの図書館でも日本全

国、著者、作家さんの名前の頭文字の五十音順で並んでいるんです。アから始まって、ず

っとラ行に行く。それはいいんですよ。だから、ここも著者の五十音順で書いてあって、

ア、カ、サ、タ、ナ、ハ、マ、と書いてあるのはいいんですよ。でも、この棚のどこから

アが始まり、カが始まり、サが始まるかは、これでは分からないんです。作家で主な作家

の人はここに出ていますよ。村上龍だとか、山岡荘八、山崎豊子さんとか、そういう著名

で何冊も本がある人の作家の名前は出てきますが、一体ヤ行がどこから始まって、それこ

そカ行やサ行がどの棚から始まっているのかは、ここでは分からないんです。こういうの

も工夫次第で、ある特定の作家を探している人が見つけやすくする工夫はこれでできるん

ですよ。 

 これが玉川台の図書館、これも区民センターと一緒で、そこの３階にこの図書館がある

んです。 

 ここに例の部活物語が、世田谷区全体でとにかく部活物語を統一テーマにして、ヤング

アダルト向けの本を集めているわけですよね。だから、ここには輝かしくも悩ましくもあ

る10代の皆さんにお勧めする本ですというのが、さっきの粕谷図書館と一緒で、ここでも

こういう展示がありました。 

 こういうもので、図書館がそういう中学生や高校生の皆さんにもアプローチしようとし

ているんだということを知らせるのは大事だと思いますね。もう少し何か目立つような工

夫をしたほうがいいかもしれませんが、世田谷区全体ではこの部活物語ということで、各

図書館で展示をやっているようです。 

 これが砧の図書館、ここは同じように感じました。 

 ここは読書リーダーだ。読書リーダーがお勧めする本ということで、本の紹介がされて

いました。こっちもそうね、読書リーダーのお勧め本、これもだから、もう少し定期的に

頻繁に入れ替えるなり、もう少し館内でも分かりやすいような展示をやったほうが効果は

あるのかもしれません。読書リーダーがそれぞれの図書館で、それなりに工夫した展示を

やっているというのはよく分かりました。 

 次へ行ってください。最後、ちょっと世田谷区以外を紹介しますね。これは滋賀県の東

近江の蒲生の図書館なんですよ。ここの展示をちょっと紹介したいんですが、ここの中央

図書館ではありません。これも東近江の地域図書館、中へ入ると、１つ確実に言えること

は、まず一番上に本の表紙が見えるように並べているんです。こういう書架の普通のとこ
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ろにも表紙を見せて展示をしています。そのほうが確かに、この書架の間を回る人は、本

を手に取りやすいし、どんな本が並んでいるかがよく分かるんですよ、やっぱり表紙を見

せたほうが。 

 書架の見出しなんです。どういう言葉を使っているか、例えばこれは、「田んぼや畑で

汗をかく」。農作業をやるような、農業に関するような本については、こんなような言葉

で表現しているわけです。 

 「自然と数の不思議」数学だとか、自然科学、これはもう数学の本がずっと並んでいる

んですが、それを数学という言葉を使わずに、「自然と数の不思議」というような言葉で

表現しているわけです。分類はＮＤＣですよ。ＮＤＣで分類するんだけれども、その書架

見出しをこういう言葉遣いで、一般の方でも親しみが持てるように工夫しているわけで

す。 

 「生き物の営みを知る」。だから、生物なんです。生き物、動植物についての本をこう

いうふうな表示で示しているということ、しかも当然、物によっては表紙を見せて並べ

る、そういう工夫をして、手に取りやすいような工夫をしていることが分かっていただけ

ると思います。 

 もう一つが、これはちょっと隠れちゃったね。これは実は北海道札幌市の図書館、情報

図書館というんです。これも札幌市の中央図書館ではありません。ただ、ＪＲ札幌駅のす

ぐ近くにオープンした地域館なんです。この展示なんかはもうほとんど表紙を見せて、ず

っと並べている、新しい本については。だから、世田谷の図書館はもう古いので、書架が

いっぱいなので、もうぎゅうぎゅう詰めになっているんですが、ここは比較的新しいので

余裕があるんです。 

 ここは閲覧席のいわゆる机がないんです。だから、結構多くの大人の方も、シニア層も

含めてこうやって本を読んでいる。本や雑誌を読める。そういうふうなつくりになってい

るんです。だから、ここではあまり生徒さんは、机がないと勉強しにくい、したがって、

大人の方々が新聞や雑誌、本をこうやってくつろいで読んでいる。これは言っておきます

が、別に土日じゃない。この日は平日、木曜日だったんです。 

 ここでも本の展示は、例えば働き方というテーマを掲げて、ここにいろんな分類の本

で、働くことに関係したものをここに集めちゃっている。この展示が終わったら、それぞ

れの本は元のＮＤＣの分類のところに帰っていくんです。ただ、このときは働き方という

テーマ。 
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 もう一つのテーマをお願いします。これが恋愛というテーマなんです。心理学寄りの恋

愛の話もあれば、社会学でやっぱり性的な問題を扱ったような本もあるし、実はここには

例の「100万回生きたねこ」かな、あれが何で恋愛なのかなと私は思ったんですが、そう

いう本も表紙を見せて展示されているんです。 

 ここは、今度は終活なんです。終活に関する本がこうやって表紙を見せたりして、いろ

んな小説もあれば、やっぱり福祉だとか、老後の問題を社会的に扱ったような本もここに

集められているということになります。 

 また世田谷の図書館に戻ってきたんです。今、最後にあった図書館と、この本の並び

方、やっぱり大分違うんですよね。あまり表紙を見せて並んでいない。そこにどういう本

があるかの表示もあまりされていない。これは古くなった図書館は大体こういうのが多い

んですけれども、全面的に、さっきの「生き物の営みを知る」みたいな、ああいう情緒的

な表現がいいかどうかは、これは人によって意見が分かれるんです。私は正直言ってあま

りあれは好きじゃないです、あれは受け止め方がかなり個人差があるので。ただ、ＮＤＣ

の言葉遣いをそっくりそのまま使うのはちょっとやぼだなと思うんです。やっぱりもう少

し親しみが持てて、それがどんな本なのか、内容が素人でも分かるような言葉遣いという

のは必要だろうというふうに感じております。 

 時間を取ってすみません。ありがとうございました。というようなことを、ここの分類

と配架・書架見出し・展示のところでは提起したかったということになります。 

 今のを御覧になった上でお気づきのことがあれば、この機会にぜひお聞かせいただきた

いと思いますが、いかがでしょうか。どなたかございますか。世田谷としては、やっぱり

問題点の所在については多分気づかれているんだと思います。 

 

○委員 素人意見であれなんですけれども、世田谷区の図書館は全体的に多分もう古いの

で、なかなか面出しできるスペースがやはり難しいのかなと思うんです。今日見たら、中

央図書館は新しい、立てかけて面出しをするラックみたいなものができていて、すてきだ

なと思ったんです。例えば本の予約をして、世田谷区内の本を自分の最寄りの図書館にや

るという操作がちょっと御高齢で難しかったりとか、ちょっと面倒だと思う人というの

は、やっぱり行ったときにその棚にある本しか借りられないみたいなので、例えば図書館

同士の本を３分の１ずつ入れ替えたりとか、１年に１回入れ替えるとか、そうすると、例

えばこの作家の本が好きだったのが、上北沢図書館にはこれしかないけれども、ほかの図
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書館から持ってきた本も読めるとか、そういうことは難しいのかなと。 

 あともう一つ、図書館ってやっぱりいつ行っても同じでつまらないというイメージがあ

る方もいると思うんですけれども、私が好きなのは、返却された本のコーナーというのは

結構好きで、返却された本があるコーナーというのは図書館にしかないじゃないですか。

誰かが選んだ本なので、やっぱり世の中でこういうのに興味を持った人がいるんだとい

う、その選ばれた本が返されたというところなので、でも、それも割と１日だけしか置か

れていない場所とかがあるので、それをもっと１週間とか置いて、再貸出しができるよう

なシステムとかをつくると、図書館の人もあえて展示とかしなくても、新しく何かを作ら

なくても、自動的に動いていた本がそこに並ぶので、それを見て、次、こんな本もあるん

だという本との出会いになる場所、新しい、自分が選ばない本との出会いになる場所がそ

の図書館のそのコーナーというのでできないのかなとちょっと思ったりしました。 

 

○会長 ありがとうございました。 

 ほかに今の本の配架とか見出しの問題について、御提案とか、御意見があればお出しく

ださい。後でまとめて図書館側で反応をお聞きしたいと思います。よろしいですか。 

 今の委員の御意見について、何か応答があればお聞かせいただきたいと思います。 

 

○事務局 まず本を入れ替えるという話なんですけれども、ある自治体では、中央図書館

のほうで一括して本を購入して、それを分館のほうに分けて定期的に入れ替えるというよ

うなことをされているというふうに伺っております。ただ、世田谷でそれをやるとなる

と、やはり各館ごとにこれまで蔵書構築、蔵書構成など、いろいろ考えてつくったコレク

ションですので、なかなかそのあたり、実現するのは難しいかなというふうに考えており

ます。 

 あと返却された本コーナー、そちらのほうをあえて借りていらっしゃる利用者が多いと

いうことは、図書館としても十分承知しております。やはりほかの人が読んだ本は楽しい

本に違いないみたいなことをおっしゃる方も多いので、そういった利用者の方もいること

は承知しておりますので、返ってきた本はすぐ書架に戻さず、しばらくの間置くような、

そういう運用方法をしている場合もございます。 

 以上になります。 
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○会長 委員よろしいですか。 

 

○委員 ありがとうございました。 

 

○会長 世田谷の図書館は、さっきも言いましたけれども、少し古い図書館も多いので、

配架、特にやっぱり面出しをもう少ししてもらったほうが、利用者の方は本が見つけやす

い、探しやすいと思います。その場に置かれる本の数は減るんですけれども、その棚にど

んな本があるかは見えやすくなると思います。 

 

○委員 質問なんですけれども、例えば先生の今みたいな御紹介とかというのは、例えば

館長会とか、いわゆる学校の先生とかの研修みたいなことになると思うんですけれども、

そういう機会というのは、いわゆる今の図書館の、こういったパターンがあるよとか、情

報とかということに対しての研修みたいなものというのは、館長というか職員の方にはあ

るんでしょうか。というか、やったらいいんじゃないかなと思いました。 

 

○事務局 館長会に関しては、月に１度必ず行っておりまして、いろいろな情報交換をし

ているところですけれども、当然この協議会で出た御意見なんかも紹介したりですとか、

具体的にこういうことをやっていこうよみたいな、そういった提案も含めて意見交換はし

ております。実は私もさっき拝見しながら、我々だけじゃなくて、もっとみんなで見られ

るといいなというのは率直に思ったところで、それもまた、来年度、館長会がございます

ので、そういったところで意見交換をしていけるといいと思いますので、ぜひ活用させて

いただければと思います。 

 

○会長 ぜひ前向きに御検討いただければと思います。ありがとうございました。 

 それでは、時間も迫っておりますので、次の４番、５番以降に移らせていただきます。

４番が自動貸出機、いわゆるセルフ貸出機の利用促進策です。これについて説明をお願い

いたします。 

 

○事務局 そうしましたら、７ページを御覧ください。中段以下でございます。１つ目

が、自動貸出機の位置づけや設置目的が中途半端であると。これに対して中央図書館から
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は、自由に貸出受付ができる場所を増やすことで、利用者の待ち時間解消といった利便性

向上と職員の業務軽減を主な目的に導入しているということでの回答でございます。 

 次のポチが、単に機械を導入するだけではなく、図書館職員がより一層の専門性や本に

対する造詣の深さを担保してほしいという御意見でございます。中央図書館としまして

は、選書やマネジメント研修といった内部研修、国立国会図書館等が実施する外部研修な

ど職員の人材育成を継続的に図る、レファレンス研修の実施回数を増やすなど、取組を強

化しているところだと。今後はレファレンスにつながる様々な相談スキルの向上に向けた

研修などを検討し、窓口のレファレンスにつなげる入り口という原点に立ち返るための研

修の実施なども検討したいということでございます。 

 次のポチが職員の専門性を向上させ、生身の人間でなければできないサービスは職員が

提供する。機械でも提供できるサービスはＡＩなどをうまく活用し、区民利用につながる

ことが導入する意義だと。これに対して中央図書館では、中央図書館で設置場所の変更を

検討している。利用者数の動向を注視しながら、レファレンスやフロアワーク対応などコ

ミュニケーションにより注力できるよう検証した上で、今後の地域図書館での設置位置の

変更を検討していく。梅丘図書館では予約図書コーナーを設置しているので、検証してい

く。また、スペースの都合等で設置が困難な館でも予約資料のセルフ貸出しができる新た

な方策などを含め、検討を進めていくということでございます。 

 最後のポチです。こちらは図書館がコミュニケーションが生まれるような役割をある程

度担っていけるとよい。ここに関しては今日欠席の委員からも御意見をいただいているの

で、御紹介させていただきます。梅丘などで既に実現しているカフェ併設でのサードプレ

イス化です。こちらが25.5％の人が要望している閲覧席の増加や滞在する場所を求めてい

る証左です。面積に余裕のある館からでも検討したらいいと思います。砧や尾山台などで

すがというような御意見をいただいております。中央図書館として、コミュニケーション

を図りやすいサービス環境の整備や新たな図書館サービスの導入についても今後検討して

いくという見解でございます。 

 以上でございます。 

 

○会長 ありがとうございます。この４番目のテーマにつきましてはいかがでしょうか。

セルフ貸出機の活用促進。 
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○委員 梅丘を使われた方の予約の話をちょっと小耳に挟んだので、多分始めたばかりと

いうところを一応考慮してなんですが、そこの予約をして、私たちは今まで当たり前だと

思っていたんですが、５冊借りるんだったら５冊をまとめて、今までカウンターからいた

だくことができていたのが、あの機械は一冊一冊自分で探さなきゃいけないという状況だ

ったらしく、多分よく本を借りられる壮年ぐらいの年齢の男性だったらしいんですけれど

も、自分で探さなきゃいけないと、やっていられるかと言って、もういいと言って代田に

変えたとか、梅丘が近いから梅丘に行ったけれども、機械を試してみたけれども、一冊一

冊、そのスペースに入って、自分で自分の借りる５冊やなんかを手に取って、一々かんか

ん、かんかんやらなきゃいけないというのに納得いかんといって、代田のやっぱりカウン

ターで借りると。代田でひとしきりそういうことを話して帰っていったという話を聞いた

ので、そこはもしできるのであればというか、できるはずなので、個人の名前で一気にま

とめてというふうにしていただけるといいんではないかなというふうに思いました。 

 だから、これがその貸出機の盲点だとは思うんですけれども、15冊とか借りられる状態

で、15冊をやったときに、その15冊を一冊一冊あそこのちょっと狭いスペースから借りな

きゃいけない。当日、聞いたら、上から下まであるんですけれども、変な話、妊婦さんが

一番下の本をかがんで取るというのはすごく難しい。一応お手伝いはすることになってい

るんですというふうにお答えいただいた職員の方から聞いたんですけれども、現実、稼働

したときに、人が全くいないから、コンシェルジュか何かのところにすごく長蛇の列がで

きていて、そこを使って、こういう本がありますかと聞いたら、すみません、分かりませ

んってすごくにこやかに答えて終わってしまって、あれっと思い、ほかの図書館に行った

ら、ええって、すごい忙しそうに不機嫌そうな方が、ちょっと待ってくださいと言って、

すごくいっぱい本を持ってきてくれて、すごく一生懸命探してくれたという話もあって、

本当にまだ始めたばっかりなので、これからいろいろ変わっていくんだろうとは思うんで

すけれども、直近で、そういった、そうだったのと思うようなことがあったので、この機

械の使い方、機械に使われないような形を少し考えていただければいいかなと思いまし

た。 

 

○会長 ありがとうございます。今の話は私は知りませんでした。予約本の取るところ。 

 

○委員 はい。 
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○会長 そうですか。それはどう考えてもシステム上の問題だな。それはもう図書館側も

問題点は当然気づいているわけですよね。それはいろんな方から言われるんでしょうか。

ありがとうございます。それはぜひ改善していただいたほうがいいと思います。 

 ここでの自動貸出機の利用促進について、利用者の立場から何か御意見があれば、ある

いはそれによって職員とのコミュニケーションをもっと増やそうというような趣旨で御提

案もいただいております。これについてはよろしいですか。ぜひやっぱりセルフの貸出し

を伸ばしたほうがいいと思うんですが。 

 これは私からの提案なんですが、今どう考えても、図書館でセルフ貸出機を利用した

ら、せたがやポイントがつくとかというようにしたほうが、それは利用促進になります

よ。だから、１冊、カウンターじゃなくてセルフの貸出機を使ったら１ポイントでもいい

ですよ。それがせたがやポイントとして、あれは世田谷の地元のお店で買物か何かで使え

るわけでしょう。それをつけるというのが多分一番分かりやすい利用促進だと思います。

ただし、これをやると、本は読まないけれども、とにかくポイントが欲しいからだといっ

てポイントの荒稼ぎに使われちゃうんです。だから、やっぱり１日の上限とか、１年間で

の上限は決めておいたほうがいいと思います。でも、そうやってとにかく職員の労力を多

少なりとも軽減し、職員が本来の仕事のほうに専念できるような環境を整えるという意味

では、あのポイントの活用というのを私は考えてもいいんじゃないかというふうに思いま

す。その代わり、だから、利用登録券がアプリか何かと連動しなくちゃいけないので、多

分スマホでやらないと、今の普通の貸出券とそのポイントは連携はしづらいと思いますの

で、ちょっとその辺の工夫は要るんですけれども、こういうのを行政として促進するので

あれば、ポイントの活用というのは考えられると思います。意見として出しておきます。 

 

○副会長 僕は、赤字のコメントにもあるように、コミュニケーションの場として、本の

貸出しをするときのやり取りというのは非常に大事だと思っているのですが、一方でタイ

パをすごい気にする人が今増えているわけですよね。例えばコンビニとかでもセルフレジ

が増えてきてますよね。僕は今日もコンビニでコーヒーを買ってきましたが、コーヒーは

有人のレジじゃないと買えない店舗がよくあったりして、だったら、セルフレジは要らな

いじゃないかと思ったりもするわけです。一方で、コンビニで会計待ちの長蛇の列ができ

ていて、明らかに暇を持て余してそうな店員が３人ぐらいいるのに、１つしかレジが開い
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ていないという状況を見ると、セルフレジを導入しろよと思うこともあるわけです。 

 何を言いたいかというと、お店だったら、店員さんですよね。図書館だったら、図書館

のスタッフの方のエフォート（時間・労力）が、通常業務の中で何にどれぐらい使われて

いるかという、その配分次第で、別に自動貸出機を使わなくても有人で賄えるのか、やっ

ぱり自動貸出機を導入しないと、本来100しかないエフォートを超える業務量をスタッフ

の皆さんがこなさないといけなくなってしまうのか、その辺の議論がないと、本質的な話

にならないのかなと思いました。 

 

○会長 ありがとうございました。カウンターにいる職員が本来どういうことをするべき

なのか、その辺の業務としての優先順位ははっきりさせたほうがいいと思いますね。優先

順位が低いような単純な貸出業務であれば、それは確かに機械にお任せしたほうがいいの

かもしれません。操作性の問題だとか、それなりの使い方の分かりやすさというのは当

然、先ほど委員が指摘されたような予約本の利用も含めて、そこは検討の余地があるんだ

ろうと思いますが、将来的にはやはりもう少し使っていただいてという方向を目指すべき

だろうと思います。 

 御意見ありがとうございました。よろしければ次の５番目、今度は利用者アンケートと

いうことになります。説明をお願いいたします。 

 

○事務局 そうしましたら、９ページを御覧ください。こちらはまず１つ目の御意見とし

て、視覚障害者の方の集いが開催されているうめとぴあや高齢者の多い整形外科といった

医療機関でもアンケートの実施ができるのではないかということです。中央図書館の見解

としては、来館者を対象として実施しており―これまでのアンケートです―満足の推

移等を把握してきたと。障害のある方や非来館サービス利用者、図書館をあまり利用して

いない方も含め、調査対象や内容を整理し、調査方法を検討していきたいということで

す。 

 ２つ目のポチ、利用者の生の声が反映されるような仕組みもつくっていけるとよいとい

うことです。中央図書館としては、より広く意見を吸い上げる方策と利用者の声を深く掘

り下げていく方策と、使い分けながら図書館運営の改善につなげていけるよう検討したい

ということです。 

 ３つ目のポチ、トレンドを正しく把握するため、母集団の大きなずれが出ないよう、政
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策モニターに対して定期的なアンケートを実施することで取組に対する評価や効果などが

見えてきやすいという御意見です。中央図書館としては、区政モニターの活用など、比較

的同質な母集団の方に継続的に御意見をいただくよう調査方法について検討していきたい

ということです。 

 こちら最後のポチです。こちらは、図書館でどのように過ごしているのか、質的データ

―10ページのほうに行きます―を調査を実施してもよいのではないかと。これに対し

て中央図書館は、来館者の滞在時間、滞在中の過ごし方を把握し、分析することは有意義

なので、経費等も考慮しつつ、効果的な把握方法について検討を深めていきたいという回

答でございます。 

 以上でございます。 

 

○会長 ありがとうございます。 

 続けて、最後６番も、広報ということで、利用者の実態を知らせるという意味では関連

すると思いますので、続けて６も御説明をお願いいたします。その後、まとめて委員の皆

さんから御意見を頂戴します。どうぞ続けてください。 

 

○事務局 そうしましたら、11ページになります。こちらは１つ目のポチ、読書体験のよ

うな事業を行うと電子書籍の普及により弾みがつくのではないかということで御意見で

す。こちらは委員の御意見でしたので、委員からもメールでいただいている御意見があり

ます。御紹介いたします。タイトルとしては、誰でもどこからでもアクセス可能であるこ

とをアピールというものでございまして、１つ目、中高年向けの電子図書の読み上げ音声

を聞く体験会の定期開催、御自身のスマホを持参してもらって、老眼や視覚疲労に悩む本

人あるいは高齢の家族などのために電子図書の聞く読書の実用価値を周知させるというこ

とです。次、Ｂの提案です。紙の本の新しい借り方の提示、まず、電子書籍で内容を試し

読み、そして紙の本を予約、そしてブックボックスで受け取りという完全非来館ルートを

一本の動線として設計し、来館しない利用者も図書館サービスの圏内として位置づけ、こ

のルートの周知、利用促進を行う。完全に同じ書籍が電子図書と紙の本の蔵書、両方で存

在するケースは少ないかもしれませんが、試し読みから予約の網を同じ作家、同じテーマ

などに広げれば、可能性は高まるかと思いますという御意見でございました。中央図書館

としての見解です。実際に利用体験をしていただくことが普及への弾みになると考えるの



 32 

で、読み上げ機能の体験についても検討させていただきたいということです。 

 最後のポチです。ＳＮＳで気軽に発信できるような方針があると図書館の魅力を発信し

やすいのではないかと。中央図書館として区の子育て情報をＬＩＮＥで周知したところ、

それをきっかけに会社を知ったという実績があったと。今後、区が保有するチャンネルを

活用し、情報発信の充実を図っていきたい。また、あわせて、内部向けの情報発信につい

ても職員の確保、育成の観点から重要な取組であるので、図書館業務の魅力の発信などを

通じて職員の意欲向上や将来の中核人材の育成につなげていくという見解でございます。 

 以上でございます。 

 

○会長 ありがとうございました。時間の都合もありまして、５番目と６番目を今併せて

御説明いただきました。この両点につきまして、何か御質問、御意見があればお願いいた

します。６番のところに電子書籍の周知というのも含まれるんですね。 

 

○委員 以前にも話題になっておりました各図書館のおはなし会ですとか、イベントです

とかを案内する情報提供の場所が、ホームページから入って各図書館のところに行きます

と、行数の制限があるために、これからまだ行われる行事がそこには載っておらず、しか

しながら、よくよくお話を聞くと、一番最初のページに、各館へ行かないところでの図書

館全館のイベントへ行くと、そちらには載っている。具体的には、私が所属しているボラ

ンティアグループが、新しい梅丘図書館で活動を再開しましたが、初回の３月８日だった

か、その会の案内は、各図書館の梅丘から入るときは掲載がありませんでした。ただし、

実際は全館の案内へ行ってみると、そこには載っている。載せてありますというお話で、

それを指示どおりにしましたら、確かにありましたけれども、普通の一般の方は、この図

書館で何があるかというのは、やはりその図書館のところを開いて情報を得ると思いま

す。きっとそういう質問や苦情というものが届いてはいないでしょうか。そういった、あ

るのかないのか分からなかったから、来たらなかったとか、ないと思ったら、やっていた

とか、そういった、実際私どものところには、会に足を運んだのになかったとか、来てみ

たらやっていましたとかいうことがありますので、広報ということもそうですが、実際の

情報提供について、ぜひ使いやすいホームページに、正確な情報を必ず掲示していただき

たいなと思いますので、よろしくお願いします。 

 



 33 

○会長 ありがとうございました。今、具体的な御指摘だったと思います。これはホーム

ページ上のつくりの問題なんですかね。図書館側で分かっていればお答えください。 

 

○事務局 率直に申し上げて、区のホームページに関しましては、図書館に限らず、非常

に苦情が多くて、図書館のページについても、こう言ってはなんですが、私自身も必要な

情報を探し出せなくていらいらするときがあります。どうしてもシステム上の仕組みの問

題があって、なかなか自分たちもつくりたいようにつくれないというジレンマがあるの

と、確かに情報がいろんなページに拡散してしまっていてというのがあるので、これは

我々も気をつけながら、何か新しいお知らせを載せるときには、意識はしているんですけ

れども、なかなか今のようなところが全部解消するのが難しくて、ぜひお気づきのところ

はどんどんお声を寄せていただいて、潰せるものをどんどん潰していく、今そんな状況で

ございます。ホームページも今後、ＳＮＳの活用なんかもいろいろ併せて、改善を図って

いきたいと思っておりますので、少なくとも必要な情報がしっかりどの世代にも届くよう

にというところを意識してやっていければと思っております。 

 以上でございます。 

 

○会長 それはぜひお願いしますね。だから、ここにも、今の公式ホームページのことだ

から、それが区のホームページから開いていくわけですね。たどっていくわけ。私も１回

やったことがある。確かに世田谷のは分かりづらいです。それはぜひ改善していただいた

ほうがいいと思います。ＳＮＳとか電子書籍以前に、まずそこは大事な問題だと思いま

す。ありがとうございました。 

 

○委員 梅丘図書館のインスタを私はフォローしているんですけれども、そこで何かイベ

ントがあるといって、その参加者募集がいついつからですと、その投稿がもう参加者募集

が始まって何日かしてから出ていたんです。もっと事前にそういうのはできないのかなと

ちょっと思いました。 

 

○会長 それは梅丘の図書館ですね。そうすると、それは指定管理の業者の話になってい

くんですか。そこはどうですか。 
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○事務局 実際にインスタのほうは、おっしゃるとおり、最短ですぐ載せるべきだと思う

んですが、そこに区のチェックが入ったりして、たまにちょっとタイムラグが生じている

可能性もございまして、気をつけてやっていきたいと思います。申し訳ありませんでし

た。 

 

○会長 ＳＮＳは活用するんだけれども、区としてのチェックが当然指定管理の場合に入

ってくるということなんでしょうね。ありがとうございました。 

 この５番、６番についてほかはいかがでしょうか。 

 

○委員 今のアンケートは、用紙を鉛筆と一緒に置いておいて、書きたい人は書いてくれ

という方式だと思うんですけれども、普通民間では、一般的にはみんな積極的にアンケー

トを取りに行くんです。したがって、そういう方向じゃなくて、お願いしますと言って、

そのアンケート用紙を借りた本に挟んで、次回返すときに返してねというふうにすると

か、漫然と置いておくんじゃなくて、あるいは図書カードをするときに、みんな電子メー

ル、アドレスを登録しているはずですから、そこにＳＮＳでアンケートをお願いできませ

んかと流したりするとか、そういうふうに積極的に取る方法を考えられたらいいような気

がしますけれども、以上です。 

 

○会長 ありがとうございます。御提案をいただきました。後で答えをお願いしますね。 

 

○副会長 さっきインスタの話が出たんですけれども、僕も梅丘図書館のインスタをフォ

ローしていまして、そもそもインスタのアカウントがある図書館って、梅丘、経堂、下馬

の指定管理の３館だけなんですよね。フォロワー数をみると、下馬だと250ぐらいで、梅

丘が一番多くて600ぐらいですか。結構頑張っているんですよね。なので、むしろ直営の

ほうはＳＮＳでの発信をしない今の状態のままでいいのかということを、今後議論したほ

うがいいんじゃないかなと思いました。 

 あと世田谷区立の図書館としてのアカウントというものは、多分インスタにはなくて、

エックスのほうにあると思うんですけれども、そちらもポストが全然なくて、アカウント

だけあるみたいになっちゃっているようです。自分の話になっちゃいますけれども、僕な

んかは結構蚤の市とか、骨董市に行くのが好きで、結構インスタのリールに知らない骨董
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市やマーケットの開催情報が流れてくるんですが、それはやはり僕が骨董市関連のアカウ

ントばかりフォローしているからなんですね。なので、どんどんＳＮＳとかを活用してい

ったほうがいいんじゃないかなと思います。 

 

○会長 御指摘ありがとうございました。やや違う観点からの御指摘でした。今、お二方

からの御指摘があったんですが、これについていかがでしょうか。アンケートのほうと今

のインスタのほうと。 

 

○事務局 まず、アンケートのほうにつきましては、本当に御指摘のとおりだと思ってお

ります。現状のやり方ですと、どうしても来館された方に対してというところに限られて

しまっているので、これからは来館されない方に対してもしっかり取っていけるように方

策を工夫してまいりたいと思っております。ここに書いてあるんですけれども、とにかく

より多くの人からたくさん取れる定型的な質問とともに、あとはより深く掘り下げていく

ような、特定の方にポイントを絞ってやっていく、その両面からしっかり取り組んでいき

たいと思っております。 

 あとインスタのほうですけれども、このままでいいのかという御指摘に関して、全くも

ってこのままではいけないと思っております。全館でいきなりというのはなかなか難しく

ても、例えば幾つかの大きな館で始めてみるですとか、失敗を恐れずにどんどんチャレン

ジしていけるようにこちらも後押しを職員のほうに対してしていければなと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○会長 ありがとうございました。 

 

○委員 アンケートについて、アンケートにも、先ほど会長がおっしゃったようなポイン

トをつけるということで、ふだん使わない人のアンケートが取れるような気がするので、

一応提案します。 

 

○会長 ありがとうございました。セルフ貸出機の問題も含めて、そういう何かインセン

ティブを与えるような方法は考えたほうがいいんですが、いたずらにポイント稼ぎを認め
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るようなことは行政としてはやりづらいので、そこのバランスは考えつつ、やっぱり答え

やすくする、多くの人が答えてみようという気にならせることは考える必要があるとは思

います。 

 アンケートは、私もこの指摘に書かれているとおりなんですよ。私、これは経年変化を

見たいわけだから、ある程度同じような集団が年を追うごとにどう答えが変わっていくか

というふうにやらないと、先ほど委員の言うとおりで、図書館にアンケート用紙と鉛筆だ

けを置いておいて、ああいうやり方をやると、大体文句を言いたい人がすごくいろいろ書

いてくるというパターンが多くて、均一の集団になっていないことがあるので、ちょっと

そこは考えたほうがいいだろうというふうには思います。だから、ＳＮＳもうまく使えば

多くの人の声を拾うことができる。だから、やっぱりマネジメントに生かせるような集団

からの図書館に対するフィードバックというのは考えていっていただきたいと思います。

それは継続して考えていくべきことだろうと感じております。 

 委員、ありがとうございました。 

 この５番、６番あたりの項目につきまして、ほかにいかがでしょうか。そろそろ終わり

の時間も近づいてきているんですが、どなたかもうお一方でも御発言があれば承ります

が、よろしいですか。 

 そうしましたら、今日いろいろと出た意見を基に、事務局のほうで修正、あるいは追記

を、今日の出てきた資料１に補足をしていただき、こちらで確認をさせていただくという

ことでよろしいでしょうか。事務局のほうで今日の記録を基に、ここに加筆、訂正をする

ことになります。今日も新たにいろんな意見が出てきましたので、それも盛り込んでいた

だけるものと思います。私のほうで一応会長としてそれを確認した後に、今度は事務局の

ほうから、委員の皆様に最終案をお送りしまして、そこで確認をしていただくという手順

になります。それでよろしいでしょうか。 

 引き続き協力のほうをよろしくお願いいたします。 

 全館共通協議事項につきましては、以上申し上げたとおりで、事務局のほうで修正、追

加した後、皆様の活動実績として取りまとめられるということになります。御協力ありが

とうございました。 

 それでは、次第の３番に移らせていただきます。ここには、協議会委員より意見、感想

というふうに書かれております。第２期の任期も２年間ということで、とりわけ今年度は

一昨年より、昨年よりも多い回数の会議を開催いたしました。それまでは４回だったもの
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を、今年度、令和７年度は５回開催させていただいたということになります。委員の皆さ

んの御負担も多かったろうとは思います。次の期への引き継ぎといいますか、申し送りと

いうことも兼ねまして、最後に皆さんから一言ずつ御意見、あるいは御提案を頂戴したい

と思います。時間も限られておりますので、手短にお１人ずつお願いしたいと存じます。 

 まず初めに、委員から順次、この席の並びで御挨拶いただきたいと思います。 

 

○委員 ２期４年間務めました。どうもありがとうございました。 

 これまで区立図書館についてはユーザーの立場でございましたが、今回、委員というこ

とで運営する立場というか、視点で図書館を見ることができました。よい経験になりまし

た。ありがとうございました。 

 この協議会の委員で議論する中で感じたことなんですが、私は資料の収集、保存、それ

から次世代への継承について関心を持っております。多分メンバーの方の特徴というか、

サービスとか、それから児童サービスに関する議論はかなり深まったように思いますが、

資料の収集ですとか、それから保存、それから次世代への継承については議論があまり深

まっていなかったように思います。世田谷区の資料は、世田谷区立の図書館が持つべきだ

と思いますので、売っていない非売品のものについても、きっちりと収集していただけれ

ばと思います。 

 それから、デジタルアーカイブについても同じです。世田谷区立の図書館だけではな

く、文学館ですとか、郷土資料館ですとか、資料を持っている施設がありますので、その

あたりの施設とも連携し、できれば図書館がリーダーシップを発揮していただいて、資料

の収集、それからデジタルアーカイブについても進めていただければと思います。 

 以上です。 

 

○会長 ありがとうございました。 

 続けてどうぞ。 

 

○委員 社会教育委員から来ていたんですけれども、専門性の高い方々の御意見を伺って

とっても勉強になりました。私は個人的には、各館の館長さんが説明されているのを聞い

たのがとっても記憶に残っています。ありがとうございました。 
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○会長 ありがとうございました。 

 委員、どうぞ。 

 

○委員 私は、自分は今の図書館に勤めて長いんですけれども、公共図書館の視点から見

るということがあまりなかったというか、全然なかったので、私自身が持っている視点が

とても固定化されているんだなということをすごく考える会議だったなというふうに思い

ます。 

 あとは、委員もおっしゃっていましたけれども、各公共図書館の方のお話を聞く機会を

持てたのはすごいよかったし、私は全ての図書館に足を運べたわけじゃないんですけれど

も、こういう機会をいただいて、行ってみて、こんな図書館があったのかとかということ

が分かって大変ありがたかったです。ありがとうございました。 

 

○会長 ありがとうございます。 

 委員、どうぞ。 

 

○委員 前回と今回と４年間なんですけれども、一番気になっているのは、検証と評価と

いうところの各館のシートの中に、どうしても各館の目的とか目標、その年、次の年に何

をしたいか、こういうふうにやっていくんだという方向性がないというか、見えないとい

うか、どうしても後々の報告になってくるので、私はできれば、各館が何を目的としてや

っていくのかということを分かって、そこに対してどういうふうにしているかということ

を分かるような方向で見られるといいなと思います。前にこうやってきましたということ

ではなくて、これからこういうふうにやっていきますという形でのことを見られると、ま

たいろいろ変わるかなと思いました。 

 あとはやっぱり職員の方の専門性に関する貸出しだけではない部分ということの充実を

より一層深めていただきたいなと思います。その中で、今回も話にはなかったんですけれ

ども、インクルーシブって今すごくよく言われている話だと思うんですが、そこに対して

のアプローチが、多分りんごの棚だけではなくてきっと必要になってくるのではないかな

と思いました。外国の方、世田谷区に３万人ぐらい住民票があるというのをこの間聞きま

して、種々いろんな国の方がいらっしゃる。中央図書館には本があるけれども、やっぱり

地域館にはなかなかないというのを伺いましたから、そういった方々がどうやって中央に
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ある本を手に入れるとか、借りることができるのかという手段というのもあるので、そう

いったところのアンテナをなるべく広くつかめるようにしていただきたいなというふうに

思いました。ありがとうございました。 

 

○会長 ありがとうございます。 

 続けて、委員、どうぞ。 

 

○委員 今回は、資料を拝見して、自分たちが日頃しているボランティアも、数値的に見

るとこういうような参加者数ですとか、昨年比とか、そういう視点で見るということを知

り、身の引き締まる思いがしました。視点を広く持つ、違った視点を身につけるという意

味で、今回この協議会に参加させていただいて大変学ぶところがありました。 

 やはりこれからはコミュニケーション、自分たちが活動していく上で、実際図書館の方

と話をきちんとして、少しでも幼い子どもたち、児童生徒の皆さんが本とつながる活動を

していけたら、支えていけたらと思っております。限られた関わりの中からの発言ばかり

で申し訳ありませんでしたが、ありがとうございました。 

 

○会長 お疲れさまでした。 

 委員、どうぞ。 

 

○委員 私は、同じ区立施設に勤務する立場としまして、今回、図書館の様々な取組みを

知り、改めて多くを学びましたし、その活動を支える皆様に敬意を申し上げたいと思いま

す。特に地域性を生かした事業の取組み、先ほど委員もおっしゃっていただきました地域

のアーカイブ活動などは、世田谷文学館をはじめ、区内施設との連携がとても重要で、そ

こに大きな可能性というものを感じることができました。引き続き、連携についてのご相

談をさせていただきたいと思っております。本当にありがとうございました。 

 

○会長 お疲れさまでした。 

 では、こちらの列に移りまして、委員、どうぞ。 

 

○委員 私は、中学校の立場でのお話だったので、なかなか小学校のところには明るくな
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くて、やっぱり小学生と中学生は大分違うので、２年間、去年は小学校だったので、私は

中学校の立場でお話をして、いろいろ聞けてよかったです。特に今日の協議事項の中で、

やっぱり地域との連携、これはかねてから学校としても課題だし、どうやって促進してい

けるものなのかなということは考えていたので、いろいろ聞けて、そこは大変勉強になり

ました。 

 学校の中に学校図書館があるというのは大きな魅力だと思うんです。子どもにとって

は、もう日常的にそこを使えるわけですから。だから、僕は公立の区立の図書館と学校の

図書館の明確な区別化というのはあっていいんじゃないかと思うんです。学校図書館にな

い魅力が何なのかとなると、ＰＲもしやすい。手頃なのはやっぱり学校図書館になってし

まうので、そこが学校からも勧められるものがあると、さらにいいかなと感じました。 

 以上です。 

 

○会長 ありがとうございました。 

 続けて、委員、どうぞ。 

 

○委員 ２年間大変お世話になりありがとうございました。 

 主に今、中学生と小学生の子どもがいるので、子どもの利用状況について様々な細かい

意見を出させていただきました。また、もともと図書館は利用するほうだったんですけれ

ども、区内のいろいろな図書館に行きまして、また様々な年代の方のお話とかもお伺いし

て、より区民の方が使いやすくなる図書館に少しでも意見が出せたらいいなと思いまし

た。子どもがもっといい本、質と量にたくさんもっと触れるようになればいいなと思って

取り組ませていただきました。どうもありがとうございました。 

 

○会長 お疲れさまでした。 

 委員、どうぞ。 

 

○委員 あり方検討委員会から始めて、かなり長い間お世話になりました。本当に皆さ

ん、ありがとうございました。 

 今回は特に地域館を含めて16でしたっけ、全部回らせていただきました。私は健康のた

めに自転車で回って、そのついでに図書館のみならず、名所、旧跡、いろんなものを回っ
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てとても楽しい２年間でございました。 

 私はいつもとにかく文学、文芸が中心で、いつも何か面白いものがないかというのはず

っと探していて、ラジオとかテレビとか、あるいは雑誌で、読書家の人がお勧めする本を

ほとんど全て読むんですけれども、例えばプロとしての中央図書館長が読んでお勧めする

本というのを、時々私は中央図書館に来るので、あのあたり、ぼんと読書感想文とともに

推薦と書いてもらうと、ぜひとも読みたいと思いますし、校長先生の読んだ本もどんなも

のがあるかなと実は興味があって、どこかに載せてもらうと、それを読みたいなと思いま

す。 

 これが終わりまして、また一区民として、深沢図書館に、なかなか座る場所がありませ

んけれども、行きながら、借りたい本を借りつつ、時々はアンケートに答えていこうかな

と思います。どうも長い間ありがとうございました。 

 

○会長 どうもお疲れさまでした。ありがとうございます。 

 委員、どうぞ。 

 

○委員 私も協議会に出ていなかったら、本当に最寄りの図書館しか知らなかったと思う

んですけれども、こちらに参加させていただいて、いろんな図書館を巡って、それぞれの

特色や違いも知ることができましたし、また、皆さんのいろいろな観点からの図書館につ

いての御意見も伺って、それがとても興味深くて大変勉強になりました。 

 私はハンディのある方とか、高齢者の方の利用について関心があったんですけれども、

その点についてあまり取り上げられていなかったので、今後それをもうちょっと取り上げ

ていただきたいなと思います。 

 つい最近も、対面朗読のボランティアをしているのですが、今まで梅丘図書館を使えな

かったので、ずっと代田図書館でやっていまして、３月から梅丘図書館に移行したんです

けれども、当初すごく大勢の人がいらしていて、すごく職員の方もお忙しかったのは分か

るんですが、その対面朗読室の空き状況を聞くのにも、電話しても、何日たってもその返

答が来なかったり、こちらからもう１回電話して、日にちを決めて、１回目はよかったん

ですけれども、２回目に行ったときは、その日は予約を入れていましたっけ、知りません

でしたみたいな、そういうことがありましたので、利用者さんもせっかくそれを楽しみに

していらっしゃるので、ちょっと残念だったなと思います。 
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 でも、梅丘図書館は私も一番近くて、今度新しくなって、居場所とか、コミュニティー

をコンセプトにした、今まで世田谷区の図書館になかった図書館なので、そういう立派な

施設ですし、ハード面だけじゃなくて、ソフト面も充実した図書館になることをすごく期

待しています。２年間ありがとうございました。 

 

○会長 お疲れさまでした。 

 副会長、どうぞ。 

 

○副会長 ちょっと体調を崩してしまって、昨年の上旬のほうはちょっと欠席させていた

だいたり、オンラインで参加させていただいたりして御迷惑をおかけしたんですけれど

も、前期から含めて４年間、図書館の議論に加わらせていただいて、私自身いろいろ勉強

させていただくことがありました。 

 最近やっぱりＡＩがものすごい勢いで進化していて、チャッピーとかジェミナイとか、

そういったもので情報を集めようと思えば、情報が集まってしまうわけですよね。そうな

ったときに、図書館はどうあるべきかってすごい重要なチャレンジだなというふうに思っ

ていて、ソフトの話とハードの話、多分両方やっていかないといけないと思っています。

要はＡＩとかテクノロジーってものすごい勢いで進化していきますけれども、我々人間の

体はそんなにスピード感を持って進化していけないわけですよね。なので、情報もネット

でグローバルに集めてくるだけではなくて、やっぱり身体性を伴った情報というものを図

書館がちゃんと提供できるかどうかというところが問われてくるかなと思っています。そ

こはやっぱりソフトのところで、いろいろプログラムを工夫してやっていけるといいんじ

ゃないかなと思いました。 

 あと今の身体性という話で言うと、この間梅丘図書館に行ってきまして、結構感動した

んです。個人的にすごくいいなと思ったのは、真ん中に吹き抜けがあって、階段がきれい

に上に抜けているんです。僕の専門が建築や空間デザインなので、少し細かい話になりま

すけれども、階段が柱とか梁で支えられていないんですよね。上からつっているんです。

なので、３フロアあるんですけれども、そこがものすごい抜けてつながっているように見

える。高低差のある町側と崖の上の公園をつなぐハブとしての機能を、まさに空間の設計

のところからしっかり考えられているんだなというのを、訪れてすごい実感しましたし、

あとはやっぱり開放感のあるテラスがあったりとか、１階はカフェがあって、２階、３階
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と置いてあるファニチャーも、サイズ感とか素材とか、一つ一つ違うものにこだわってつ

くられていて、ハードの面の空間や設えもどんどん工夫していかないといけないんだろう

なと思いました。 

 先ほど本を手に取るときに、やっぱりどうしても古い建物が多いため、ぎゅぎゅぎゅっ

と密度が高くて背表紙や表紙を見にくいという話がありましたけれども、これから多分ま

た建て替えられる図書館も恐らく出てくるかと思いますので、そのときには、そういう余

白とか隙間とか、間のある空間をつくっていけるといいんじゃないかなと思いましたし、

今ある限られた空間の中でも、なるべくそういう余白のあるレイアウトとかを今後つくれ

るといいんじゃないかなというふうに思いました。個人的な感想と意見です。 

 

○会長 ありがとうございました。 

 それでは、最後に、会長として私からもお礼を申し上げます。私自身はこの手の図書館

協議会は、23区の中でも多分４回目かな、ほかの自治体でもやったことがありますが、こ

の世田谷区の図書館協議会は大変活発だし、議題が充実していたと思います。その分、委

員の皆さんの御負担がかなり大きかったんではないかというふうに案じております。それ

でも皆さんがいろいろと御協力いただきまして、とりわけ私が感謝申し上げたいのは、時

間配分について、皆さん本当に行き届いた配慮をしていただきまして、大体毎回きちんと

終わるようになっております。それは本当にありがたいことだと思います。ただ、一方

で、十分皆さんが発言し、図書館に対する思いを吐露することができたのかどうか、議事

進行の上で拙い部分があって、場合によっては御迷惑をおかけしたのではないかというふ

うに恥じております。その点がありましたら、この場を借りておわびしたいとは思いま

す。 

 でも、２年間で都合９回にわたる会議を無事円滑に進めることができました。この点に

ついては改めて委員の皆様にお礼を申し上げます。どうもありがとうございました。 

 それでは、これで今日予定していた議題は終わりますが、最後に、図書館側から何か確

認事項がございましたら、お願いします。 

 

○事務局 本日、お話のあったように、第２期の活動最後の日となりますので、中央図書

館長のほうからも一言だけ、時間が来ておりますので、簡単に御挨拶をさせていただけれ

ばと思います。 
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 私自身は今年度異動してまいりましたので、皆さんと御一緒できたのは１年間だけでは

あったんですけれども、この１年で一番私が印象に残っているというか、うれしかったの

は、皆さんと各館長とで意見交換をさせていただく中で、つい図書館側としてはあまり強

い自信が持てなくて、控え目に報告しているような成果であっても、すごく積極的に評価

をいただける場面が多々あったと私は思っています。それが各館長たちの自信にはっきり

つながっているなというのが、その後の言動なんかを見ていてもはっきりと感じられまし

た。行政の仕事をしていると、どうしても厳しい意見なんかを頂戴することも多く、それ

に対してしっかり応えていくというのはもちろん大切なことですけれども、一方でやって

いることに関してしっかり評価をいただけたことは、これからいろいろな改善をしていく

にあたって、勇気をもって一歩を踏み出す何よりの後押しになると思っております。改め

て感謝申し上げます。 

 この２年間でいただいた御意見、一つ一つ改めて丁寧に検証のほうをさせていただきま

して、全て一度にとはいかないですけれども、可能なところからぜひどんどん改善をして

いって、大きな命題として図書館ビジョンの中で知と学びと文化の情報拠点の実現という

ところがございますので、そちらに向けてしっかりと取組を進めてまいります。お人によ

っては今回をもって協議会から離れる方もいらっしゃるかもしれないですけれども、ぜひ

今後も引き続き様々な形で御指導をいただければと思っております。本当に２年間ありが

とうございました。 

 以上でございます。 

 

○事務局 そうしましたら、事務局のほうから御連絡をさせてください。この第２期の任

期に関しては、皆様、委員の任期は３月31日までとなっております。ですが、この後、４

月以降、会議録の確認ですとか、そういったところをまたメールさせていただきます。御

協力をお願いできればと思います。 

 また、先ほど会長よりお話のあった全館共通協議事項、こちらは事務局のほうでしっか

り修正、追記させていただいて、この２期の活動実績のほうに併せて記載をさせていただ

きます。また会長に確認の上、皆様にメールをさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 区民の皆様、本当にありがとうございました。今後、区民委員の公募のほうもまた改め

てさせていただきます。御案内もまた一応させていただければと思っておりますので、ぜ
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ひ御検討いただければと思います。 

 委員の皆様、本当に２年間ありがとうございました。 

 以上でございます。 

 

○会長 それでは、これをもちまして、令和７年度の世田谷区立図書館運営協議会の日程

を全て終了したということになります。どうも皆さんお疲れさまでした。ありがとうござ

いました。 

午後８時35分閉会 


